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・近隣の頑丈な（堅牢な）建物の屋内に避難しましょう。 

・ドアや窓を全部閉めましょう。 
・ガスや水道などを止めましょう。 
・窓ガラスから離れて座りましょう。 

・テレビ、ラジオ、市の防災行政無線などを通じて

伝えられる各種情報の収集に努めましょう。 

・ガスの元栓を締め、コンセントを抜いておきましょう。 
・頑丈な靴、長ズボン、長袖シャツ、帽子などを着用し、非常持ち出し品を持参しまし

ょう。 
・運転免許証などの身分を証明できるものを携行しましょう。 
・家の戸締りをしましょう。 
・避難の経路や手段などについては、市、警察、消防などの行政機関からの指示に従い

避難しましょう。 
・避難するときは、近所の人にも声をかけましょう。 
 

・ただちに姿勢を低くしましょう。 
・周囲で物が落下している場合は、頑丈なテーブルなどの下に身を隠

しましょう。 
・その後、爆発が起こった場所からできる限り速やかに離れましょう。 
・火災が発生した場合、口と鼻をおさえ、できる限り低い姿勢をとり、

急いで建物から出ましょう。 

・正しい情報をつかみましょう。 
・危険なところには近づかないようにしましょう。 
・お互いに協力しあい、避難や応急救護をしましょう。 

【非常持ち出し品の例】 
○携帯用飲料水  ○食品（ビスケット、チョコレートなど） 
○貴重品（預金通帳、印鑑、現金など） 
○パスポートや運転免許証 ○緊急用品（常備薬、包帯、消毒薬など） 
○ヘルメット、防災ずきん ○衣類、下着、毛布 
○懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池             など 

武力攻撃や大規模テロ等が迫ったり、発生した地域には、市の防災行政無線などによ
りみなさまに注意を呼びかけます。 
また、テレビ・ラジオ放送や広報車などを通じて、どのようなことが、どこで発生し、

あるいは、発生するおそれがあるのかなど、みなさまにお伝えします。 


